
１．工事概要 期間：平成２９年４月１０日～平成２９年５月３１日（日の出から日没まで）

　起重機船により浚渫作業を実施します。
　浚渫土砂は土運船内に積込みます。
　土運船内にセメント系固化材を投入し、起重機船のバケットで攪拌し浚渫土砂を土質改良します。
　改良土砂は起重機船上に瀬取りし、起重機船内のバックホウで容器に積込みます。
　起重機船のクレーンにて改良土砂の入った容器を揚土場所に陸揚し揚土します。
※なお、夜間に警戒船は配置しませんが、工事期間中、起重機船・土運船・アンカー ワイヤー・
　灯浮標・発光式浮玉を設置しています。

２．工事作業区域

みらい造船建設工事　浚渫作業実施のお知らせ（第4報）
みらい造船建設工事に伴う浚渫作業を下記のとおり実施しますので、付近を航行される船舶は注意をお願い致します。

連 絡 先

地点 緯度（北緯） 経度（東経）

No.1 38度53分16.6秒 141度35分46.2秒

No.2 38度53分06.9秒 141度35分47.1秒

発注者： 株式会社　みらい造船
ＴＥＬ　０２２６－２５－８９８４

請負者： 五洋建設株式会社　東北支店
みらい造船建設工事事務所

ＴＥＬ　０２２６－２５－８４０４
　現場代理人　　須川　泰浩No.2 38度53分06.9秒 141度35分47.1秒

No.3 38度53分06.4秒 141度35分38.9秒

No.4 38度53分16.1秒 141度35分37.9秒

宮城県気仙沼市朝日町地先
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　現場代理人　　須川　泰浩
ＴＥＬ　０９０－５８３３－２７４０

　監理技術者　　巳造　良裕　　
ＴＥＬ　０８０－１２７６－０５９１
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＜凡例＞

：灯浮標（標体の色→緑色、灯質→緑色（4秒1閃）、光達距離4.5km）

：発光式浮玉（標体の色→オレンジ色、灯質→オレンジ色（5秒1閃））
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４．安全対策
１）起重機船のアンカーワイヤー上の水深-7.5mが確保出来る箇所に、緑色灯浮標を設置し、可航水域を明示します。
　　また、非可航水域アンカーワイヤー上には、オレンジ色発光式浮玉を設置します。
２）作業中には警戒船(1隻)を配備します。
３）浚渫土砂は汚濁防止枠上で十分に水切りし土運船内に積込みます。積込み時は、本船と汚濁防止枠の間および
　 本船と土運船の間に土砂落下防止シートを設置し、土砂の海中落下を防止します。
４）改良土砂の瀬取り作業時は本船と土運船の間に土砂落下防止シートを設置し、土砂の海中落下を防止します。
５）土運船移動時は、監視員を配置し、他船舶の動向を監視するとともに、警戒船を配備し、周囲を航行する船舶の
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　安全を確保します。
６）揚土場所と起重機船の間に汚濁防止のため、汚濁防止膜を設置します。


